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 要  旨 
本論文は Bautext と名付けた新しい弱教師付きの分類手法を提案する。そして、レビューデータの評判
要約タスクに Bautext を適用した結果を報告する。具体的にはレビューデータから評価対象を抽出して、
事前に定義されたカテゴリ群にそれらの評価対象を自動的に分類した。評価対象とは“朝食”、“接客態度”、“部
屋の窓”等カスタマーが細かく評した物事を指す。属性に着目した評判要約の研究においては、レビューデ
ータから評価対象を発見するのは挑戦的で重要なタスクである。本研究のようにホテルのレビューを分析対
象とした場合、細かい評価対象が抽出できれば、ホテルの全体的な評判がコンパクトに要約することができ
る一方、レビュー閲覧者は目的に応じて効率よく大量のレビューデータから評価対象をブラウジングしたり
検索したりすることも可能となる。 
Bautext は係り受け関係と相互情報量に基づいた手法であり、機械学習手法と比べて、比較的に少量の教師
データ（種語と呼ばれる）しか必要としない。初期設定において、各カテゴリに対して、手動で少数の種語
を与えると、以降はブートストラップにより、それぞれのカテゴリに属するべき単語（以降メンバー語と呼
ぶ）が自動的に収集される。分類過程中、各カテゴリのメンバー語のみならず、それぞれのカテゴリの特徴
語も同時に学習され、メンバー語集合と特徴語集合が相互的に拡張されていくのは Bautext の特徴的なメ
カニズムである。 
ユーザが設定した各カテゴリ（目的カテゴリと呼ぶ）以外に、「その他」カテゴリを設定することにより、
目的カテゴリに分類すべきでない単語が「その他」に分類される。「その他」カテゴリは誤分類防止の効果
を果たしながら、目的カテゴリの再現率を保つ効果も実験結果で確認した。 
弱教師付き型の類似手法 Basilisk と比較した結果、Bautext は Basilisk よりよい分類精度が得られ、し
かも、分類時間も Basilisk より8倍速いと分かった。 
また、 Bautext と同じようなパフォーマンスを出すには機械学習手法がどのくらい教師データが必要と
するか確かめるために、機械学習の代表的な手法 Adaboost との比較実験を行った。Bautext が各カテゴ
リに対して10 個以下の種語を教師データとして使った時、Adaboost が同じようなパフォーマンスを出す
ために、データコーパスの約50%を教師データとして使う必要があるという結果となった。 
 
